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は じ め に 

三原 郡 4 町 が 合併 し 、 南 あわ じ 市 が 誕生 し て 早く も 4 年 が 経ち まし た 。 

合併 後 も 園 場 整備 事業 を 始め と する 大 規模 開発 の 波 は 留まる こと な く 、 今 

非常 に 調査 量 の 多い 年 で あり まし た 。 

その 中 で も 木戸 原 遺 跡 で は 、 勾 玉 や 管 玉 と いっ た 様々 な 古墳 時 代 の 石 製品 が 出土 し 、 話 題 と な り ま し 

た 。 そ の 出土 量 は 県 下 で も 最大 級 と 言う こと で 、 大 和 土 権 が いか に 淡路 島 を 重要 視 し て いた か を 物語 る 

託 と な る も の で す 。 

発掘 調査 か ら 得 られ た 新た な 知見 の 増加 が 、 南 あわ じ 市 、 ひ いて は 淡路 島 の 歴史 や その 重要 性 を 明 ら 

か に し つつ ある こと は 、 文 化 財 行政 に と っ て 非常 に 喜ば し いこ と と 言え ます 。 

今回 年 報 と いう 形 で 不 十分 さも ある と は 思い ます が 、 今 後 も さら な る 努力 に より 本 市 の 文化 財 保 護 と 

理解 に 努め て いく 所 存 で す の で 、 ご 支援 賜り ます よう よろ し く お 願 いし ます 。 

最後 に な り ま し た が 、 本 書 を 作成 する に あたり 、 で ご 指導 ご 協力 いた だ いた 方 々 に 対し 、 心 より お 礼 申 

し 上 げ ま す 。 

|
 報告 を 行う 平成 17 年 度 も 

南あわじ 市 教育 委員 会 

例 言 

1. 本 書 は 、 南 あわ じ 市 教育 委員 会 が 2005 (平成 17) 年 度 に 実施 し た 、 埋 蔵 文化 財 調 査 の 記録 で ある 。 

2. 調査 は 南あわじ 市 埋蔵 文化 財 調 査 事務 所 の 山崎 裕司 ・ 坂 口 弘 貢 ・ 定 松 佳 重 ・ 的 崎 薫 ・ 谷 口 模 ( 現 丸 

晶 市 教育 委員 会 ) が 担当 し た 。 

3. 出土 遺物 の 訟 理 作業 は 、 宇 治田 力 ・ 垣 脇 美奈 子 ・ 堺 民 樹 ・ 新 崎 都 ・ 筒 井 健司 ・ 豊 田 亜 希 子 ・ 概 本 早 

貢 ・ 濱 本 善 美 が 行っ た 。 

4. 本 書 の 編集 は 、 南 あわ じ 市 教育 委員 会 の 山崎 が 行っ た 。 執筆 ・ レ イア ウト は 文末 に 記し て いる 。 調 

査 担当 者 に つい て は 、 調 査 一 覧 表 に 記す 。 

5. 各 遺 跡 の 発掘 調査 お よび 本 書 作 成 に あたっ て は 、 多 く の 方 々  の ご 協力 と ご 指導 を いた だ いた 。 こ こ 

に 記し て 深く 感謝 の 意 を 表す る (敬称 略 )。 

伊藤 宏幸 ・ 浦 上 雅史 ・ 大 平 茂 ・ 岡 本 稔 ・ 川 吉 知 子 ・ 栗 林 誠 治 ・ 定 森 秀 夫 ・ 関 真一 ・ 寺 沢 ・ 寺 沢 知子 ・ 

長浜 誠司 ・ 深 井 明 比 古 ・ 前 田 敬 彦 ・ 村 上 恭通 ・ 森 岡 郁 人 ・ 森 本 徹 ・ 山 上 雅弘 ・ 吉 田 和 上 彦 ・ 渡 辺 昇 
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g * 全長 3.0cm・ 最 大 厚 1.0m で 、 宣 孔 は 貫通 し 、 孔 径 は 0.3cm で ある 。 片側 塞 孔 で ある こと な どか ら 古 墳 

時 代 前 半 の も の で ある 可能 性 が 高い 。 遺構 は 溝 状 の も の や 小 土 撤 を 確認 し た 。 

っ お 調査 区 の 北東 隅 に 落ち 込み 状 の 土塊 を 確認 し た 。 

Pa 表土 下 約 25am で 溝 状 遣 構 を 確認 し た 。 水 流 の 痕跡 は 見 られ ず 、 遺 物 も 出土 し て いな い 。 

6130 表土 下 約 50cm の 愚 色 シル ト よ り 多 量 の 土師 器 ・ 須 恵 器 ・ 弥 生 時 代 後期 の 土器 片 が 出土 し た 。 谷 

肪 に あたる た め 周 辺 よ り の 流れ 込み で ある が 、 出 土 量 や 破片 の 大 き さ を 考慮 する と 近辺 に 集落 が 埋蔵 さ 

れ て いる 可能 性 が 非常 に 高い 。 

0135 表土 下 約 50m の 弥生 中 期 の 遺物 包含 層 を 切り 込ん だ 溝 状 遺 構 よ り 、 古 墳 時 代 前 半 の 完 形 に 近い 

土師 器 橋 が 2 個体 出土 し た 。 そ の うち 1 個体 は 外面 に 格子 タタ キ が 施さ れ た 韓 式 系 土器 で ある 。 

.142 南 か ら 西 に 屈曲 する 小 規模 な 溝 を 確認 し 、 弥 生 時 代 と 思わ れる 土器 片 が 出土 し た 。 

0.143・145 _ 潮 状 遺構 を 確認 し 、 古 墳 時 代 前 半 の 土器 が 出土 し た 。No145 で は 平坦 面 を 持つ 段差 を 確認 

し た 。 こ の 段 閥 は 焼 圭 と 炭化 物 を 多く 含む 土 で 覆 わ れ て お り 、 堅 穴 住 居 の 可能 性 が 考え られ る 。 

は eo _ 幅 約 80cm 深 さ 約 80am の 土 撤 を 確認 し た 。 検出 当初 木 格 募 と 思わ れ た が 床 面 は 平坦 で は な く 、 木 

格 の 痕跡 は に 見 られ な い 。 

る 0O9 OO 
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No161 凹凸 の 激しい 落ち 状 遺 構 を 確認 し た 。 青 磁 碗 や 備前 焼 な ど 中 世 の 遺 物 を 含む 。 

2 まとめ 

調査 対象 地内 に は 小 規模 な 谷 が 幾 筋 も 理 光 し て お り 、 そ れ を 考 き 止め る 形 で た め 池 が 多く 点 在 す る 。 

それ ら の 間 に あ る 徴 高 地上 に 、 弥 生 時 代 中 期 か ら 中 世に か け て の 遺構 ・ 遺 物 を 確認 し た 。 

弥生 時 代 の 遺構 と し て は 調査 対象 地 中 央 南部 に ある 皿 池 と セン スイ 池 に か け て の 緩やか な 微 高 地上 を 

中 心 に 展開 し て いる と 考え られ る 。 ま た 、 馬 乗 捨 川 近 辺 と 調査 対象 地 北 部 の 谷 部 に 土器 の 出土 は 集中 し 

て お り 、 北 に 立地 する 円 座 遺 跡 と の 関連 が 考え られ る 。 

古墳 時 代 は No143・145 付 近 を 中 心 に 調査 対象 地 北 部 で 遺構 ・ 遺 物 を 確認 し 、No145 で は 住居 の 可能 性 

が ある 遺構 が 見 られ た 。 ま た No59 で は 古墳 時 代 前 半 頃 と 考え られ る 勾玉 も 出土 し て いる 。 古墳 に 伴う 遺 

物 と も 考え られ る が 、 周 辺 に は 古墳 の 痕跡 は 見 当たら な い 。 こ れ ま で に 確認 され て いる 市 内 の 古墳 時 代 

前 半 の 集落 は 幡多 遺跡 と 凶 田 遺跡 だ け で あっ た が 、 新 た な 事例 と な っ た 。 

古代 の 遺構 は 調査 対象 地 の 南 部 で 見 られ る 。No 7 ・18 で 確認 し た 大 型 の 柱 穴 は 、700m 南 西 に 位置 す 

る 奈良 時 代 前 半 の 官 衛 で ある 嫁 ヶ 渕 遺 跡 (賀集 立川 瀬 所 在 ) の 建物 群 を 構成 する 柱 穴 と 類似 し て いる 。 

また 、 こ こ は 馬 乗 捨 有川 か ら 100m ほ ど 離 れ た 所 に 位置 し 、 嫁 ヶ 渕 遺跡 も 大 日 川 か ら 100m ほど 離れ た 所 に 

位置 し て いる こと か ら 立 地 状 況 も 似 て いる と いえ る 。 大 日 川 は 馬 乗 捨 川 か ら 500m 西 を 流れ る 川 で あり 、 

嫁 ヶ 渕 遺跡 で は 古代 に この 川 を 利用 し て 物資 の 集散 を する 港 の 役割 も 果たし て いた こと か ら 、 木 戸 原 遺 

跡 に お いて も 同様 の 施設 か 倉庫 群 が 存 在 し た 5 : が 考え られ る 。 

! 世 は 調査 範囲 全域 に 散在 し 、 鍋 運 弁 文 青磁 

移 や 羽 釜 か ら 13 世 紀 代 と 備前 焼 午 か ら 15 世 紀 代 

が 考え られ る 。 ( 定 松 ・ 的 崎 ) 

No.7 ( 北 よ り ) 

0 10cm 

liilil 

No.135 出土 韓 式 系 土器 No.43 ( 南 よ り )



た か は ほ ぎ 間 

高萩 遺跡 一 1 次 調査 一 

所 在 地 _ 貨 集 福井 字 高 萩 外 

担当 者 山崎 裕司 

種別 確認 調査 

事業 名 _ 経営 体育 成 基盤 整備 事業 

調査 期間 平成 17 年 

1 調査 内 容 

6 月 20 日 へ 則 月 9 日 

調査 面積 (は は ov) 

調査 地 は 三原 平野 を 流れ る 主要 河川 の 一 つ で ある 大 日 川 の 上 流域 左岸 に 位置 し 、 周 辺 に は 扇状 地 地 形 

て の 遺跡 が いく つか 分 布 す る 。 当 遺跡 や 細田 遺跡 は 周知 の 遺跡 
が 広がる 。 当 遺跡 か ら 上 流域 に 、 弥 生 時 

で 、 以 前 か ら 弥 生 時 代 の 石 鱗 等 が 採集 され て いる 。 ま た 拘 つ ノ 木 遺跡 で は 発掘 調査 が 行わ れ て お り 、 弥 

生 時 代 終 未 期 の 土 撤 等 が 検出 され た 。(『 南 あわ じ H 

昌 蔵 文化 財 の 確認 され た 調査 区 は 、No60・73・74 

0660 で は 、 土 所 等 の 遺構 が 検出 され て 

(遺跡 範囲 A) に 分 布 す る と 考え られ る 。 

No73・74 で は 柱 穴 等 が 検出 され て いる 。 No73 の 2 層 は 中 ] 

須恵 器 鉢 ・ 土 師 器 皿 等 が 出土 し て お り 、 

る 。 遺構 

ド 5 埋 蔵 文 化 財 発掘 調査 年 報 』」2008) 

*・80 で ある 。 

か ら は 15~16 世 紀 頃 と 思わ れる 土師 器 皿 等 が 出土 し 

て いる 。 周辺 調査 区 で は 包含 層 や 遺構 面 は 確認 で き な か っ た た め 、 遺 跡 は No60 を 中 心 と し た 小さ な 範囲 

の 遺物 包含 層 で 、 運 弁 文 の 青磁 碗 ・ 東 播 系 

8 よそ 14ー15 世 紀 頃 の 遺物 で ある 。No73・74 周 辺 を 遺跡 範囲 C 

No80 で は 土 撤 等 が 検出 され て いる 。 遺構 か ら の 出土 遺物 は 小片 で 時 期 不 明 で ある が 、 堆 積 土 中 か ら 弥 

生 時 代 中 期 後 半 頃 の 土器 が 出土 し て いる 。 周辺 調 査 区 で は 包含 層 や 遺構 面 は 確認 で き な か っ た た め 、No 

80 を 中 心 と する 小さ な 範囲 (遺跡 範囲 B ) と 考え られ る 。 

包含 層 や 遺構 面 は 確認 で き な か っ た が 、No87 の 盛土 層 か ら 磨 耗 し た 弥生 時 代 後 期 後半 頃 の 土器 が 出土 

に 当たる こと か ら 、 耕 地 開 発 時 に 遺跡 が 分 布 し た 周辺 の 高い 場所 を 削 平 し 、 盛 土 し て いる 。 Nao87 は 谷 筋 

に し た と 考え られ る 。 

2 まとめ 

これ まで 周知 の 遺 鷺 と され て きた 南側 の 調査 地 で は 、 表 土 層 で 石 鱗 を 採集 し た も の の 、 遺 構 や 包含 層 

を 確認 する こと は で き 

し た 。 

全体 的 に 礎 が 多い 土 

が 少な く 、 条 件 の 良い 

され る が 、 周 辺 で 本 格 

思わ れる 。 

遺跡 範 囲 B で は 弥生 

な か っ た 。 上 記 の よう に 調査 地 北 側 の 遺跡 範 攻 

ll 7 ーー 

有 AーC で 埋蔵 文化 財 の 包 蔵 を 確認 

内 で 、 中 に は 人 頭 大 の も の も 見 られ 、 平 野 部 と 比べ 耕地 と し て の 条件 は 悪い 。 ま 

た 高低 差 の 犬 き い 河岸 段丘 が 発達 し て いる た め 、 水 利 の 便 も 悪 

邦 所 を 選ん で いる よう で ある 。 周辺 の 耕 

的 に 土地 開発 が 行わ れ 始 め る の は 、 当 

: 遺跡 範囲 A・C は いずれ も 比較 的 礎 

開発 は 平野 部 より か な り 遅 れる と 推定 

調査 の 出土 遺物 を 見 る 限り で は 14 世 紀 頃 と 

時 代 中 期 後半 と 思わ れる 遺構 が 確認 で きた 。 ま た 遺構 等 を 確認 する こと は で き な



か っ た が 、No87 周 辺 に も 弥生 時 代 後期 に 遺跡 が 分 布 し た と 考え られ る 。 

弥生 時 代 の 遺跡 の 特徴 と し て 、 発 達し た 段丘 上 に 立地 し て いる こと と 、 遺 跡 の 規模 が 非常 に 小さ いこ 

(山崎 ) と が 指摘 で きる 。 

調査 区 設定 較
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掘 立 柱 建 物 を 構成 する 柱 穴 を 4 基 確 認 し た 。 柱 問 は 1.9ー2.0m で ある 。 幅 2 m の 調査 区 の た め 全 体 像 
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は 不明 で ある が 、 東 に 序 を 持ち 北東 に 続く 建物 と 考え られ る 。 8 世紀 代 の 須恵 器 ・ 土 師 器 が 出土 し て い 

る 。 遺物 包 含 層 か ら は 須恵 器 や 製塩 土器 片 ( 丸 旗 四 式 ) が 出土 し て いる 。 

_ 掘 立柱 建物 

ーー ナナ テナー 融 
jr 、。 ー 。 

B 地 区 平面 図 | Tillllllll 

B 地 区 包含 層 出 土 

黄色 系 粘 質 土 を ベー ス に 溝 や 柱 穴 な どの 遺構 が 掘り 込ま れる 。 遺 

構 は 古墳 時 代 と 古代 の 2 時 期 あ る 。 

調査 区 の 東 半 に は 大 型 の 柱 穴 が 見 られ 、 お そら く 建 物 を 構成 し て 

いる 柱 穴 と 考え られ る が 、 調 査 幅 が 狭い た め 詳 細 は 不明 で ある 。 遺 

物 は 土師 器 獲 な ど が 見 られ 、 和 須恵 器 は 出土 し て いな い 。 古 墳 時 代 前 

期 と 思わ れる 。 遺構 2 は 古代 の 遺構 で あり 、 製 培土 器 や 土師 器 ・ 須 

恵 器 な ど が 含ま れる 。 

【F 地区 】 

歴 混 灰 黄 褐 色 褐 灰色 

砂 質 土 を ベー ス に し て 遺 

構 が 掘り 込ま れる 。 調査 
区 の 南側 に は 1 x 2 間 以 
上 の 掘 立 柱 建 物 が 見 られ 、 
調査 区 の 東側 へ と 続く 可 
能 性 が ある 。 掘 立柱 建物 
は 桁 行 が 4.0m、 和 当行 が 。 
2.7m で ある 。 それ に 平 

行 す る 遺構 15 は 東側 に や アイ | ) 

や 張り 出し を も つ 1 辺 約 
2 

2.0m の 方 形 の 堅 穴 状 遺 F 地 区 1・2 遺構 15 3 遺構 34 



構 で ある 。 柱 穴 は 無く 、 ほ ぼ 平 坦 な 床 面 で あっ た が 上 炭 層 を 確認 し て いる 。 作業場 的 な 遺構 で ある 可能 性 

が 考え られ る 。 こ の 遺構 か ら 8 世紀 前 半 の 須恵 器 棒 や 土師 器 が 出土 し て いる 。 遺構 34 は 幅 約 0.8 一 2.0 

m の 東西 に 走る 溝 で 、 弥 生 時 代 後期 の 土器 が 多く 含ま れる 。 周辺 に この 時 期 の 集落 が 広がっ て いる 可能 

性 が 考え られ る 。 

F 地 区 平面 図 

【 1 区 】 
大 きく 3 つの 微 高地 か ら な る 。 遺構 は は ほとん ど が 自然 流 路 で ある が 人 為 的 流 路 の 可能 性 が ある も の も 
あり 、 古 寺 時 代 中 期 の 土器 が 出土 する 。 調 査 区 南部 に は 性 格 不明 の 小 土 群 を 確認 し て お り 、 古 墳 時 代 
中 期 の 土師 器 が 出土 し て いる 。 結 唱 片岩 を 含む 胎土 の 土器 片 も 確認 し て お り 、 紀 伊 も し く は 阿波 地域 と 
の 交流 を 示す 。 ま た 、 南 部 で は 中 世 と 思わ れる 土器 片 が 出土 し て いる 。 
【 2 区 】 
調査 区 西部 で 幅 15m を 測る 大 潜 (遺構 27) を 確認 し た 。 稼 の 直径 が か な り 縮 小 化 され た 高 抹 が 出土 し 
て お り 、 古 墳 時 代 中 期 と 考え られ る 。 南 西方 向 に 流れ て いく 。 中 央 東 寄り で は 8.2X8.5 (推定 ) m の 方 
形 堅 失 住居 を 検出 し た 。 主 柱 穴 は 不明 で 、 中 央 土塊 や 夫 跡 は 確認 で き て いな い 。 遺構 の 時 期 は 内 側 へ の 
肥厚 が 明瞭 な 布 留 形 鶴 の 口 縁 が 出土 し て お り 、 古 墳 時 代 前 期 と 思わ れる 。 そ の 他 の 遺構 は 自然 流 路 と 小 
土塊 で あり 、 堅 療 住 居 と 同時 期 と 考え られ る 。 遺構 61 か ら は ミニ チュ ア 土 器 ( 塊 ) が 出土 し て いる 。 遺 
物 包含 居 か ら は 須恵 器 な どの 中 世 遺 物 が 出土 し て いる が 調査 区 内 で は 遺構 を 確認 し て お ら ず 、 周 辺 に 中 
世 遺 構 の 埋没 が 推定 され る 。 



【 4 区 】 

人 力 掘削 中 に 祭礼 遣 物 で ある 有 孔 円 板 や 臼 玉 と いっ た 滑石 製品 を 確認 し た た め 、 部 分 的 で は ある が 1 

m ブ ロッ ク 毎 に 分 け 、 ふ る い に よ る 土 の 精 査 を 行っ て いる 。 ま た 主要 な 遺構 の 埋 士 に つい て も 精査 を 行っ 

て いる 。 

主 な 遺構 と し て 腎 人 住居 3 棟 、 掘 立柱 建物 5 棟 、 落 ち 状 遺構 4 基 、 棚 列 1 列 、 溝 な ど を 確認 し て いる 。 

堅 穴 住居 1 は 4.1X3.3m の や や 胡 方 形 の 堅 穴 住 居 で 、 主 柱 穴 は 不明 で ある 。 周 溝 は 曖昧 で あり 、 部 分 

的 に 見 られ る 程度 で ある 。 こ こ か ら 円 玉 69・ 管 玉 9 ・ 勾 玉 5 点 の 石 製品 が 出土 し て いる 。 和 勾玉 は 超 小 型 

品 で あり 、 全 て 1 以下 で ある 。 管 玉 は 滑石 製 で は な いも の が 1 点 含 まれ て いる 。 そ の 他 に 鉄製 刀 子 ぃ 

土師 秦 が 出土 し て いる が 、 和 須恵 器 は 確認 し て いな い 。 鉄製 刀 子 は 茅部 が 欠損 し て いる 可能 性 は ある が 、 

全長 6.9cm で 刀身 長 5.2amm で ある 。 土師器 は 器 形 の わか る も の が ほとん ど で 、 高 が 非常 に 多い 。 稼 は か 

な り 下 部 に 下がっ た 有 答 高 控 で あり 、 時 期 は 古墳 時 代 中 期 と 思わ れる 。 土師器 は その ほとん ど が 床 面 よ 

り 浮 いた 状態 で 出土 し て いる 。 滑石 製品 も 同様 の 出土 状態 で ある こと か ら 、 住 居 廃 絶後 の 窟 み を 利用 し 

て 祭祀 が 行わ れ て いた と 考え られ る 。 

(ーー 
0 10cm 

ーーー ニー ニー ニー ニーーー ニ ーー 

腎 穴 住居 1 

堅 人 住居 2 は 方 形 の 堅 穴 住 居 の 一 部 で ある が 、 上 部 は 削 平 され 周 溝 の み 残る 。 埋 士 か ら 拍 玉 1 点 が 出 

土 し て いる 。 

届 公 住居 3 も 方 形 の 堅 住 居 の 一 部 で ある が 、 上 部 の 大 半 が 削 平 され 、 わ ず か に 残る の み で ある 。 土 

師 器 が まとまっ て 出土 し 、 韓 式 系 土器 ( 橋 ) も 含ま れる 。 在 地 の 土 で 作ら れ て いる が 、 技 法 ・ 器 形 な ど 

か ら 製 作 は 在 地 人 で は な く 渡 来 人 の 手 に よる も の と 考え られ る 。 出土 地点 は 離れ て いる が 、 確 認 調 査 時 

(No135) に も ほぼ ば 完 形 の 韓 式 系 土器 が 出土 し て お り 、 胎 土 ・ 技 法 は 同じ で ある 。 韓 式 系 土器 は 遺物 包含 

層 か ら も 数 点 出 土 し て いる が 、 遣 構 出 土 は 堅 穴 住居 3 の み で ある 。 埋 士 か ら は 円 玉 2 点 が 出土 し て いる 。 

北 壁 の 断面 の 周 溝 部 分 か ら TK738 の 須恵 器 有 蓋 高 控 の 珠 部 を 確認 し て いる 。 



掘 立柱 建物 1 は 衆 行 2 間 で 、 1 間 の 距離 が 2.1m で ある 。 桁 行 は 調査 区 東側 へ と 続く た めそ の 規模 は 

不明 で ある 。 柱 穴 は 大 型 で 枯 円 形 を 呈し て いる 。 柱 穴 で ある 遺構 56・64・78 の 埋 士 を 精査 し た と ころ 、 

臼 玉 が 2 ・1・2 点 出土 し て いる 。 

4.2m、 桁 行 は 南側 が 2.1m と 等 間隔 で ある が 、 北 

で あ る 。 

掘 立柱 建物 4 は 染 行 2 間 ・ 桁 行 3 間 の 大 型 建物 で ある 。 染 行 は 1 

掘 立柱 建物 2 は 染 行 2 間 ・ 桁 行 4 間 以 上 の 大 型 建物 で あり 、 東 側 へ と 続い て いる 。 当行 は 1 間 が 3.7 

側 は 1.1 一 2.4m と 等 間隔 で な い 。 

掘 立柱 建物 3 は 染 行 3 間 以 上 ・ 桁 行 3 間 以 上 の 大 型 建物 で あり 、 東 と 北 に 伸び て いく 。 1 間 は 2.3m 

間 が 4.5m で 桁 行 が 2.8m で ある 。 2 

本 の 屋内 棟 持 柱 を 備え て いる 。 こ の 建物 の 柱 穴 埋 士 の 精査 を 行っ て いる が 、 幅 玉 は 出土 し て いな い 。 

掘 立柱 建物 5 は 栄 行 3 間 以 上 ・ 桁 行 3 間 以 上 の 大 型 建物 で あり 、 

2.2 一 2.5m の 柱 問 で ある 。 2 本 の 屋内 棟 持 柱 を 備え て いる 。 

遺構 6・7・8 は 溝 で ある 。 遺構 6 ・7 の 両者 か ら 合 わせ て 円 玉 *4 

て いる 。 遺構 8 か ら は 円 玉 4 ・ 管 玉 1 点 が 出土 し て いる 。 

遺構 10 は 落ち 状 の 土 拓 で ある が 、 断 面 観察 か ら や や 」 

玉 222・ 剣 形 1 ・ 有 孔 円 板 12・ 管 玉 4 点 や 土師 器 ・ 須 恵 器 ・ 鉄 負 な ど が 出土 し て いる 。 滑石 製品 は 中 層 

北 と 西側 へ 続く 。 染 行 、 桁 行 と も に 

5・ 有 孔 円 板 3 ・ 勾 玉 1 点 が 出土 し 

上 部 か ら 掘 り 込 まれ て いる も の と 考え られ る 。 円 

か ら ま と まっ て 出土 が 見 られ る 。 剣 形 品 は 鐘 の な い 扇 平 な タイ プ で 、2 片 に 割れ て 出土 し て いる 。 有 孔 

円 板 は 12 点 の うち 10 点 が 双 孔 で 、2 点 が 単 九 で ある 。 ま た 、 双 孔 の 中 で も 6 点 に つい て は 、 石 質 や 製作 

技法 ・ 形 態 が 似 て いる た め 同 じ 工 房 内 で 生産 され た 可能 性 が 高い 。 須恵 器 は 上 層 

か ら 2 点 出 土 し て いる 。 鉄 角 は 約 6 点 あ る が 、 古 填 

鐵 で は な く 、 小 型 で 薄い 。 ま た 、 埋 士 に は 炭 が 多く 

は 火 を 利用 し て いた 可能 性 が 考え られ る 。 

遺構 11 は 毛抜き 形 鉄製 品 と 臼 玉 が 3 点 出土 し て い 

毛抜き 形 鉄製 品 は 長 さ 10.7m で 、 頭 部 円 環 部 に は 針 

た 連結 金具 が 付く 。 毛 抜き 形 鉄製 品 の 使用 方 法 の 1 

け て 腰 に 下げ る た め の 仙 用 金具 と 考え られ て いる 。 

し て いな い が 有 刀 子 も 近辺 か ら 出土 し て いる こと か ら 

と 考え られ る 。 5 世紀 代 の も の で 、 集 落 か ら 出土 す 

遺構 15 は 落ち 状 の 土塊 で あり 、 日 玉 82・ 勾 玉 1 ・ 

玉 1 点 と 多く の 土師 突 が 出土 し 、 須恵 堪 の 橋 が 上 層 

か ら 出 土 す る よう な 大 型 の 鉄 

混じっ て いる こと か ら 祭 礼 に 

る 浅い 落ち 状 の 土塊 で ある 。 

金 を ね じ り 、 先 が 環状 に な っ 

つと し て 、 妨 子 の 軸 に 取り 付 

この 毛抜き 形 鉄製 品 と 共 伴 は 

、 今回 出土 の 製品 も 仙 用 金具 

る の は 珍し い 。 

剣 形 1 ・ 有 孔 円 板 2 ・ が ラス 

か ら 1 点 出土 し て いる 。 ま た 

ヨブ ノ 
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土師 器 の 中 に は ミニ チュ ア 土 器 も 含ま れ て いる 。 勾 - 

角形 を 時 する 片面 策 の も の で 、 全 長 3.5m を 測る 。 ガ が 

遺構 16 も 落ち 状 の 土 撤 で あり 、 土 師 器 や 鉄 鋭 、 円 

る 。 土師 器 の 中 に は 二 重 口 縁 志 や 東海 系 の S 字 状 口 

の 横 か ら 勾 玉 と 日 玉 が まとまっ て 出土 し て いる 。 旧 

ド 86・ 勾 コ 
縁台 付 

玉 は や や 
度 の 祭祀 に よっ て 使用 され た 可能 性 が 考え られ る 。 埋 士 に は 炭 が 含ま れ て いる 。 

遺構 134・321 は 同 方 向 に 流れ る 溝 で 古墳 時 代 の 遺構 を 切っ て いる 。 遺構 134 か お ら は 回 転 ヘ へ ラ 切 り の 土 

師 器 皿 が 出土 し 、 古 代 の 遺構 と 考え られ る 

包含 層 か ら 幅 玉 183・ 勾 玉 1 ・ 有 孔 円 板 

まとめ て ある が 、 包 

遺構 10 と 遺構 15 の 上 部 の 包含 層 に は 円 玉 が 大 量 に 含ま れ 、 そ の 数 142 点 と な る 。 包含 層 や 遺 

な いた め 推 測 で は ある が 円 玉 は 4 区 全体 に 密度 は 違え ど 散 在 し て いた と 考え られ る 。 し か て 精査 し て 

0 

は 1 融 以 下 の 小 型 品 で あり 、 剣 形 品 は 断面 形 が 三 

ラス 玉 の 色 は コバ ルト ブル ー で ある 。 

トド 1 ・ 有 孔 円 板 1・ 管 玉 1 点 が 出 

鶴 終 示 段 階 の も ら も の が 含ま れる 。 ま た 土師 器 開 

\ ヽ  さめ で 大 き さ が 揃っ て いる こと か ら 、 

土 し て い 

点 の 玉 類 が 出土 し て いる 。 出土 し た 玉 類 は 文末 に 一 覧 表 で 

含 層 出土 の 中 に は 遺構 上 層 部 分 を 掘り 下げ すぎ た も の も 多く 含ま れ て いる 。 実 際 、 

埋 士 を 全 

し 、 大 きく 見 て 4 区 南 半 の 包含 層 や 遺構 に は 円 玉 以 外 の 滑石 製 品 も 多く 含ま れ て いた こと が いえ る 。 包 

含 層 か ら 出 土 し た 勾玉 は 全長 3.0em、 重 量 5.5g で あり 、 こ の 調査 区 で は 唯一 滑石 で は な い 暗 緑 
で ある 。 和 白 緑 色 の 緒 が 見 られ る こと か ら 石 材 が 均質 で は な く 、 碧 玉 ほ どの 重量 感 も な い 。 有 孔 
に は 円 形 で は な く 、 不 定形 有 孔 石 製 品 と いわ れる 自然 面 を 多く 残す 剥 片 に 窒 孔 を 施し た も の が 
れ て いる 。 

色 の 石材 
円 板 の 中 
1 点 含 ま 

鉄製 品 も また 、 精 査 を 行っ た 区 か ら 多 く 出 土 し て いる が 、 遺 構 か ら の 出土 を 見 る と 遺構 10・16・ 堅 

住居 1 か ら 集 中 し て いる 。 特 に 鉄 獲 は 遺構 10・16 か ら の み 出 土 し て お り 、 由 玉 ・ 勾 玉 な どの 滑石 製 祭 札 

遺物 の 出土 地点 と 重なる 。 お そら く 、 4 区 南 半 、 も し く は その 東側 は 祭 礼 場 と し て の 空間 で あり 、 祭 礼 

遺物 が 大 量 に 出土 す 

【 5 区 】 

る も の と 推測 する 。 

調査 区 の 北西 部 に は 古墳 時 代 の 遺物 が 多く 含ま れる 包含 層 が 堆積 し て いた こと か ら 、 部 分 的 に 埋 士 を 
精査 し た 結果 、 滑 石 製品 が 含ま れ て いる こと が わか っ た 。 遺構 134 を 境 と し て 北西 部 分 を 人 力 で 掘削 い 、 
精査 を 行っ て いる 。 こ の 包含 層 か ら 土 師 器 と わずか な 須恵 器 、 昨 玉 58・ 勾 玉 3 点 が 出土 し て い 
器 の 中 に は 移動 式 窟 

掘 立 柱 建 物 と 忌 穴 

「 も 含ま れ て いる 。 

甘 居 を 各 1 棟 確 認 し た が 、 こ の 2 棟 は 重複 し て いる た め 2 時 期 は 確実 で あ 

る 。 土 師 

る 。 掘 立 

柱 建 物 は 梁 行 3・ 桁 行 北西 3 間 ・ 南 東 4 間 の 建物 で ある 。1 間 の 長 さ は 梁 行 が 2.0m、 北 西 面 の 桁 行 は 2.2 
m、 責 東 面 は 1.6ー2. 

堅 穴 住居 は 方 形 で 

遺構 188 か ら 斬 玉 1 点 を 確認 し て いる 。 

遺構 184 は 掘 立柱 建物 と 堅 穴 住居 の 北西 側 に 同 方 向 に 走る 溝 で あり 、 上 円 玉 

ド 1 ・ 管 玉 1 点 が 出土 し て いる 。 ど ちら か 、 も し く は 両者 に 付随 する 8 ・ 色 コ 
溝 と 考え られ る 。 

遺構 8325 は 遺構 検出 面 よ り 上 層 部 分 で 多く の 土師 器 が 出土 し 、 韓 式 系 土器 

。 お そら く 上 部 より 遺構 が 掘り 込ま れ て いる も の と 考え 

土 を 精査 し た 結果 、 円 玉 3 ・ 勾 玉 1 点 が 出土 し て いる 。 

な ども 含ま れ て いる 

られ る 。 最 下層 の 埋 

ー 18 

m で ある 。 遺 構 262・267 で 円 玉 各 1 点 を 確認 し て いる 

掘 立柱 建物 と 同 方 向 で あり 、 4 本 の 主 柱 穴 と 2 辺 の 周 潜 

が わずか に 残っ て いる だ け で 、 そ の 規模 は 不明 で ある 。 主 柱 穴 の 1 つっ で ある 

Oo 

10cm 

包含 層 出 土 の 韓 式 系 土器



包含 層 か ら 韓 式 系 土器 1 点 と 管 玉 未 製品 ・ 勾 玉 各 1 点 が 出土 し て いる 。 こ の 勾玉 は 滑石 で は な く 、 表 

面 は 粒子 の 細か い 砂 岩 の よ う で も ある が 石材 の 種類 は 不明 ある 。 丸み の ある タイ プ で 出土 勾玉 中 最大 の 
全長 3.2cm を 測る 。 

遺構 82 

2 へ 4 遺構 134 

5 遺構 325 

5 区 出土 

1 

生 ーー 10cm 

5 区 平面 図 

【 6 区 】 

き と 人 
に 調査 区 南端 部 で 幅 6 mm 以上 の 溝 (遺構 1) を 検出 し た 。 こ の 潮 は 2 区 で 確認 し て いる 遺構 27 の 続



な る 。 古 墳 時 代 の 遺物 が 出土 し て お り 、 胎 土 に 結晶 片岩 を 含む も の も 見 られ る 。 中 下層 に か け て 埋 土 

の 精査 を 行う が 、 滑 石 製品 は 確認 し て いな い 。 遺 構 28 は 調査 区 を 東西 に 流れ る 幅 3040am の 溝 で ある 。 

流水 の 痕跡 は 見 られ ず 、1 度 掘り 直し が され て いる 。 遺構 1 と 同時 期 の 古墳 時 代 の 土器 が 出土 し て いる 。 

【8 区 】 

遺構 389 は 幅 約 12m の 中 世 の 溝 で ある 。 こ の 溝 よ り 東側 に お いて は 弥生 IV 様 式 の 遺物 が 含ま れる 遺構 が 

多く 、 遺 構 19 や 26 で は や や まとまっ て この 時 期 の 遺物 が 出土 し て いる 。 遺構 39 よ り 西 側 で は 室町 時 代 の 

遺構 が 多い 。 

掘 立柱 建物 を 1 棟 確 認 し て いる 。 衆 行 2 間 ・ 桁 行 4 間 の 建物 で 、 栄 行 が 1 間 1.6m、 桁 行 が 1 

2.0m で ある 。 こ の 建物 の 柱 穴 で ある 遺構 684 か ら は ゴ コ 

間 1.3ー 

上 師 質 の 鍋 が 出土 し 、15 世 紀 代 と 考え られ る 。 遺構 

100 か ら は 東 播 系 須恵 器 提 鉢 ・ 須 恵 器 枚 が 、 遺 構 101 か ら は 東 播 系 須恵 器 提 鉢 や 青磁 碗 ・ 土 師 突 が 出土 し 

て いる 。 調査 区 の 西端 の 遺構 117 は LL 字 状 の 溝 で 、 わ ず か な 土 妃 質 土器 が 出土 し て いる だ け で ある が 、 

2 まとめ 

今回 の 調 

古墳 時 代 の 遺構 で ある 可能 性 が 考え られ る 。 

で 主 に 弥生 時 代 ・ 古 墳 時 代 ・ 律 令 期 ・ 中 世 の 遺 構 ・ 遣 物 を 確認 し た 。 中 で も 古墳 時 代 の 貴 
構 は 広範 囲 に 広がっ て いる こと が わか っ た 。 特に 4 区 に お いて 

韓 式 系 土器 な ど 特 殊 な 遺物 が H 則 土 し て いる こと か ら 、 三 原平 昌 
は 、 大 型 掘 立 柱 建 物 群 や 滑石 製品 ・ 鉄 器 ・ 

池 で の 中 心 的 な 場所 で あり 、 之 族 居館 の 可 

能 性 も 考え られ る 。 5 区 で も 消 石 製 品 な ど が 出土 し て いる が 、 遺 構 の 密度 や 、 建 物 構成 な どか らい っ て 

も 中 心 は 4 区 の 北 ・ 東 ・ 西 側 に 広がっ て いる と 考え られ る 。 

製品 は 、 4 区 か ら 斬 玉 707・ 勾 玉 9 ・ 剣 り 

出土 量 で ある 。 勾玉 は すべ て 丸み を も つ タ イプ で あり 、 

徴 で ある 。 有 孔 円 板 に つい て 観察 する と 、 遺 構 出 ] 

包含 層 出 土 の も の は 厚み が あっ て 、 ほ ば ぼ ば 正 円 

手 で 椿 円 形 、 両 端 塞 孔 の も の が 目 

に 含ま れる よう な や や 古い 時 期 の 遺構 

導 2 ・ 有 孔 円 板 25・ 管 玉 15 点 が 出土 し 、 県下 で も 最大 級 の 

9 点 中 7 点 が 1 以下 の 小型 品 で ある こと が 特 

上 の も の より 包含 層 出 土 の も の の 方 が 古い 傾向 に ある 。 

形 、 中 央 寄り に 2 孔 窪 た れ て いる の に 対し 、 遺 構 か ら は 薄 

立つ 。 こ れ が 逆転 層 位 で ある な ら ば 、 お そら く 調 査 区 の 東側 に 包含 層 

が 存在 する と 考え られ る 。 

石 製品 の 生産 に つい て は 、 4 区 で は 未 製品 が 全く 出土 し て いな い が 、 5 区 か ら は 管 玉 の 未 製品 が 1 点 

出土 し て いる こと か ら 、 遺 跡 内 で 玉 類 が 生産 され て いた 可能 性 が 考え られ る 。 今後 の 調査 に お いて 、 工 
房 や 生産 域 が 確認 され る 可能 性 が ある 。 
鉄 獲 は 淡路 島内 初 の 出土 で 、 

用 され た こと を 物語 っ て いる 。 

滑石 製品 と 鉄 久 が 副 葬 を 的 と し た 古墳 以外 か ら 共 伴 し て 出土 する 例 は 

全国 的 に も 稀 で ある 。 祭礼 遺物 で ある 滑石 製品 と の 共 伴 は 、 本 来 鉄 素 材 で ある 鉄 鐵 も 祭礼 道具 と し て 使 

鍛冶 行為 に 伴い 祭祀 を 行う 例 も あり 、 鉄 久 は それ に 伴う も の と も 考え ら 

れ た が 、 当 遺跡 か ら は 鍛冶 関連 遺物 は ほとん ど 出 土 し て お ら ず 、 鍛 冶 行為 に 伴う 祭祀 で は な いと 判断 で 

きる 。 

毛抜き 形 鉄製 品 は 遺構 11 の 上 層 で 出土 し 、 祭 祀 と の 関係 性 を 考え た が 、 円 玉 の 出土 が わずか で ある こ 

と か ら 遺 構 11 は 祭礼 遺物 奉納 近 と は 考え が た く 、 和 毛抜き 形 鉄製 品 と 祭祀 の 関係 性 は 薄い と 思わ れる 。 し 

か し 毛抜き 形 鉄製 品 の 丁寧 な 置き 方 か ら 、 遺 構 11 埋 

る 。 

没後 で も 周辺 は 祭礼 城 と こみ な され て いた と 考え られ 
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紀 』 に は 淡路 島 の 記載 

され と 権 の 関与 が 大 きい 土 渡来 人 の 往来 に も 大 和 と や 、 トー 

当 遺 跡 は 全 の 五 王 の 時 代 に 併行 する 時 期 の 遺跡 で あり 、『 古 事 記 」 や 「 日 本 

が 多く 見 られ る こと か ら 重 要 な 土地 で あっ た こと が 益 え る 。 鉄 素材 や 威信 財 な ど 諸 説 あ る 鉄 角 は 、 大 和 

し 、 諸 国 に 分 与 し て いた と され る 

は
 

トシ 
ヽ 出 権 に と っ て 非常 に 重要 で あり える 淡路 島 は 、 大 和 中 

( 定 松 ・ 的 崎 ) 

て いる こと か ら 、 木 戸 原 遺 跡 と 大 和 王 権 に は 密接 な つなが り が あっ た と 思わ れる 。 大陸 渡航 の 経由 航路 

で ある 瀬戸 内 海 に お いて 、 畿 内 の 玄関 口 と も 言 

遺跡 の 祭祀 は この よう な 大 陸 へ の 海上 路 に 伴っ た 拠点 祭祀 の 可能 性 も 考え られ る 。 

| ガラ ス 玉 玉 生生 
大 玉 と 剣 形 」 有 孔 円 板 
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九 蔵 遺跡 一 1 次 調査 

所 在 地 _ 阿 万 東町 字 九 蔵 外 

事業 名 __ 基盤 整備 促進 事業 

担当 者 山崎 裕司 

種別 _ 確認 調査 

調査 期間 平成 17 年 10 月 138 日 へ 1 月 16 日 

調査 面積 204T (51 ヶ 所 ) 

1 調査 内 容 

川 は 本 圧 川 に 合流 する が 、 そ れ 以 前 は 調査 地 西 側 の 山裾 に 沿っ て 海 へ 流れ 込ん で いた と 伝え られ る 。 調 

査 地 北側 に は 弥生 時 代 中 期 ・ 平 安 一 中 世 の 北 田 遺 跡 、 南 東側 に は 古墳 平安 時 代 の み の こ し 遺跡 が 立地 

する 。 平 成 15 年 度 に 分 布 調 査 を 行い 、 そ の 結果 を 受け て 確認 調査 を 行う こと に な っ た 。 

No 7 ・15・16・17・29・30・31・32・37・42・45・50 で 埋蔵 文化 財 の 包 蔵 を 確認 し た 。No 7 ・42 を 遺 

跡 軸 囲 A 、No15・16・17・37 を 遺跡 男 囲 B 、No29・30・31・32・45・50 を 遺跡 範囲 C と し て 、 各 範囲 別 

に 概要 を 述べ て いく こと に する 。 

遺跡 男 囲 A は 鴨 路 川 の 河岸 段丘 上 に 広がる 。No 7 ・42 で は 、 柱 穴 等 の 遺構 が 検出 され た 。 周辺 の 調査 

区 で は 遺構 面 や 包含 層 は 確認 で き な か っ た こと か ら 、 遺 跡 の 広がり は 極め て 小さ いと 推定 され る 。No42 

の 遺構 理 士 か ら は 底部 回 転 糸 切 の 土師 器 小 皿 (2 ) 等 、No 7 の 包含 層 (3 層 ) か ら は 瓦 器 塊 (1 ご 4 う 

白磁 碗 (5) ・ 須 恵 器 畜 (7) 等 が 出土 し て お り 、12 世 紀 後 半 ー へ 13 世紀 前 半 に 納まる 。 

遺跡 範囲 B は 東側 の 山 か ら 舌 状 に 張り 出す 微 高 地 の 先 端 付 近 に 広がる 。No15 の 3 層 ・16 の 3 層 ・17 の 

4 層 は 8 へ 9 世紀 頃 の 遺物 を 多く 含む 包含 層 で 、 特 に No16 は 包含 層 が 厚く 、 出 土 遺物 が 多い こと か ら 、 

周辺 の 微 高地 の 尾根 筋 付近 が 律令 期 の 中 心 的 な 場所 と 思わ れる 。 出 土 遺物 は 製塩 土器 が 大 半 を 占め 、 周 

辺 で 製塩 が 行わ れ て いた こと は 確実 で ある 。 

No17 で は 遺構 が 検出 され た が 、 上 述 の 4 層 上 面 が 遺構 面 と な っ て いる こと か ら 、 古代 の 遺構 で は な い 。 

埋 士 か ら 中 世 以 降 と 思わ れる 。 

No37 の 2 層 か ら は 古墳 時 代 の 高 販 (2 ) と 直 口 憲 (1) と 思わ れる 土器 片 等 が 出土 し て いる 。 

遺跡 範囲 C は 東側 の 山 か ら 舌 状 に 張り 出す 微 高地 上 に 広がる 。No30・31 で は 表土 直下 で 柱 穴 等 の 遺構 

が 多数 検出 され た 。No31 の 遺構 1 か ら は 土師 器 皿 ・ 小 皿 (4 へ 10) や 白磁 皿 (2・3) 等 、12 世 紀 後半 

13 世 紀 前 半 の 遺物 が 多数 出 圭 し て いる 。 遺構 4 ・ 5 や No30 の 遺構 3 出土 遺物 も 同時 期 と 思わ れる 。 

N045 は 切り 合い を 確認 する こと は で き な か っ た が 、 方形 の 堅 穴 住居 や 土 玉 等 が 重なり 合っ て いる と 思 

われ る 。 堆 積層 か ら は 費 文 時 代 晩期 (1 ) と 弥生 時 代 前 期 (2 ) の 遺物 が 出土 し て いる 。 湧 水 が 激 し い 

為 に 遺構 を 完 掘 す る こと は で き な か っ た が 、 弥 生 時 代 前 期 の 土器 の 胎土 に 近い 細 片 が 出土 し て いる 。 No 

29 の 遺構 も 詳し い 時 期 は わか ら な い が 、 堆 積層 か ら 弥 生 時 代 前 期 頃 と 思わ れる 土器 片 が 出土 し た 。 

No30・31 と 29・45 で は 上 述 の よう な 時 期 的 な 違い が あり 、 地 形 的 に も 前 者 が 微 高地 の 尾根 筋 近 く 、 後 

者 が 微 高地 周辺 の 低い 段丘 地形 を 残す 付近 に 位置 し 、 湧 水 が 激しい 。 



2 まとめ 

現在 は 低 平 な 三角 州 地 形 の よう な 景観 を 呈し て いる が 、 古 代 以 前 は も っ と 凹凸 の 激しい 地形 で あっ た 

よう で ある 。 遺跡 の 中 心 と な る の は 東側 の 山 の 尾根 筋 の 延長 と な る 微 高地 で 、 こ こ に 遺跡 穫 囲 B・C が 

範囲 B と C で は 中 心 と な る 時 代 が や や 違う よう で 、 範 囲 B は 奈良 一 平安 時 代 初 め 頃 の 中 心 的 な 場所 と 

推定 され 、 尾 根 筋 に 近い 場所 を 中 心 に 広がっ て いる と 推定 され る 。 男 囲 B の 低い 段丘 を 形成 する 微 高地 

の 周辺 で は 、 古 墳 時 代 の 包含 層 や 中 世 と 思わ れる 遺構 も 確認 で きた 。 範囲 C は 平安 時 代 末 鎌倉 時 代 初 

め 頃 の 中 心 的 な 場所 と 推定 され 、 尾 根 筋 に 近い 場所 を 中 心 に 広がっ て いる と 推定 され る 。 範囲 C の 低い 

段丘 を 形成 する 微 高 地 の 周 辺 で は 、 縄 文 時 代 晩 期 ・ 弥 生 時 代 前 期 の 遺構 ・ 包 含 層 が 確認 で きた 。 

上 述 の 微 高地 の 北側 で は 、 範 囲 A で 鎌倉 時 代 初め 頃 の 遺構 を 確認 し た が 、 古 代 以前 の 遺構 は 全く 確認 

で き な か っ た 。 ま た 下層 に 厚い 粘 質 土 が 堆積 し 、 上 層 に 古代 中世 の 遺 物 を 含む 客 土 層 が 見 られ る 調査 

区 が 多く 見 られ た 。 古 代 以 前 、 微 高地 北側 は 低 湿 地 等 の 不安 定 な 場所 で 、 中 世 以 降 、 凸 地 を 削り 、 凹 地 

を 埋め る こと に よっ て 次 第 に 耕地 化 が 進み 、 現 在 の よう な 凹凸 の 少な い 地 形 へ と 変わ っ て いっ た と こと 推定 

され る 。 

また N0.34・49・50 で は 砂 胡 層 が 検出 され た こと か ら 、 界 路 川 の 旧 河 道 で あっ た 可能 性 も ある 。 鴨 路 り 

が 微 高 地 に 近い 位置 に 流れ 、 微 高地 が 嶋 路 川 に よっ て 分 断 され て いた 時 期 も あっ た こと 推定 され る 。 
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EE 
高萩 遺跡 一 2 次 調査 一 

所 在 地 _ 貨 集 福井 字 開発 外 

事業 名 _ 経営 体育 成 基盤 整備 事業 

担当 者 山崎 裕司 ・ 谷 口 模 

種 _ 別 _ 本 発掘 調査 

調査 期間 平成 17 年 12 月 12 日 平成 18 年 1 月 31 

調査 面積 1.170r 

1 調査 内 容 
調査 地 は 三原 平野 を 流れ る 主要 河川 の 一 つ 、 大 日 川 の 上 流域 左岸 の 扇状 地 に 立地 する 。 1 次 調査 ( 確 

認 調 査 ) の 結果 を 基 に 、 当 調査 が 行わ れる こと に な っ た 。A・B・C 一 1・C 2 地区 で 調査 を 行い 、 
それ ぞ れ 遺跡 範囲 AーC (P 8 参照 ) に 対応 する 。 
【A 地 区 】 

1 次 調査 No60 の 東側 10m 程 の 位置 に 設定 し た 幅 3 m 長 さ 約 25m の 調査 区 で ある 。 出 土 遺物 は 全て 小片 

化し て お り 、 詳 し い 時 期 は よく わか ら な い が 、 お よそ 中 世 後 半 頃 と 思わ れる 。 
【B 地 区 】 

1 次 調査 No80 の 西側 約 10m 程 の 位置 に 設定 し た 幅 3 和 m 長 さ 約 10m の 小さ な 調査 区 で ある 。 

遺構 3 ・ 4 ・ 6 か ら 弥 生 時 代 後期 前 半 頃 の 遺物 が 出土 し て いる 。 遺構 6 出土 (1) が 最も 残り が 良く 、 
体 部 内 面 は ヘラ 削 り が 施さ れ て お り 、 外 面 は タタ キ 後 、 頭 部 付近 に ハケ 調整 が 行わ れ て いる 。 口 縁 部 は 

「 く 」 字 状 に 屈曲 し て お り 、 端 部 に 面 を も つ 。 弥 生 時 代 後期 前 半 頃 と 考え られ る 。 
遺構 3 は 2 段落 ちの 形状 で ある こと か ら 、 堅 療 住 居 の 中 央 土塊 で ある 可能 性 も 考え られ る 。 遺構 3 の 

東 肩 部 付近 に は 被 熱 痕 お よび 焼 土 が 堆積 し て いた 。 
遺構 2 は 深 さ 約 10am と 浅い が 、 遺 構 5 ・8 は 深 さ 3040em で 堅 療 人 住居 柱 穴 の 可能 性 も ある 。 遺構 7 は 

周壁 溝 の 可 能 性 が 考え られ る 。 た だ し 周壁 溝 の 南 西側 は 検出 で き て いな い 。 

【C 一 1 地区 】 
約 600 必 の 面 的 な 調査 を 行い 、 検 出し た 柱 穴 か ら 掘 立柱 建物 1 ・ 2 が 復元 で きた 。 
建物 1 は 2X 3 間 ( 約 4.9X6.8m) の 母屋 部 分 の 周囲 に 席 が 付く 構造 で 、 東 側 に は さら に 孫 席 が 付く 。 

一 番外 側 の 柱 列 は 、 建 物 の 周囲 を 囲む 欄 列 ある い は 志 と 思わ れる 。 母 屋 部 分 の 柱 穴 は 平面 形 が 歪ん だ 椿 

円 形 に な っ て いる も の が いく つか あり 、 柱 が 抜か れ た た め と 推定 され る 。 
母屋 部 分 の 北西 隅 で は 土 折 (遺構 15) が 検出 され て いる 。 遺構 15 は 南側 に 人 頭 大 の 石 が 広がり 、 い く 

つか は 被 熱 し て 赤 変 し て いた 。 そ の 上 に 焼 土 が 堆積 し 、 埋 士 は 炭 を 多く 含む 。 石 の 下 か ら は 肌 憲 元 費 

(お 民放 ) と 聖 宋 元 定 (1101 年 初 鋳 ) の 2 枚 の 古銭 が 出土 し て いる 。 建物 1 柱 穴 と の 切り 合い 関係 
か ら 、 人 遺構 15 は 建物 1 廃絶 後に 掘削 され た と 思わ れる 。 
建物 2 は 2x 3 間 ( 約 3.7X5.4m) で ある が 、 建 物 1 よ り も 小 規模 で 柱 穴 の 並び も 悪い 。 建物 1 と 近 

接する が 、 建 物 1 を 取り 囲 む 樽 列 が 建物 2 周辺 で 途切れ て いる こと か ら 、 両 建物 が 同時 期 に 建っ て いた 

可能 性 も 皆無 で は な い 。 
建物 柱 穴 か ら の 出土 遺物 で は 、 図 化 で きる 土師 器 皿 が いく つか 出土 し て お り 、 お よそ 14 世 紀 後半 へ 15 



世紀 前 半 頃 と 思わ れる 。 

【C- 2 地区 】 

C 一 1 と 隣り 合う 周 場 で 465 責 の 面 的 な 調査 を 行っ た が 、C 一 1 より も 50cqm 程 低く 、 か な り の 削 平 を 
受け て いる とお 定 さ れる 。 出土 遣 物 か ら 弥 生 時 代 中 期 ・ 中 世 ・ 近 世 の 遺 構 が 混在 する と 思わ 

土 に は ほとん ど 違 い が 無 く 判 別 は 困難 で ある 。 

れる が 、 埋 

遺構 72・38 は 北方 向 へ 流れ て いく 自然 流 路 と 考え られ る 。 遺構 72 東 側 扇 部 か ら 残 り の 良い 弥生 時 代 中 

期 の 水 差 形 土 器 2 個体 が 出土 し て お り 、 ま た 中 世 の 遺 物 も 出土 し て いる 。 平面 的 な 検出 は で き な か っ た 

が 、 そ れ ぞ れ の 時 代 の 遺構 が 切り 合っ て いた 可能 性 が 高い 。 

遺構 1 は 、C 一 1 地区 建物 1 柱 穴 出土 土器 と 法 量 の 近似 する 土師 器 皿 (20) や 東 播 系 須恵 

出土 し て いる こと か ら 、 は ほ ば ぼ 同 時 期 と 思わ れる 。 

遺構 18 は 土師 北 皿 5 枚 と 銅 銭 5 枚 が 交互 に 重ね られ た 状態 で 出土 し て お り 、 何 ら か の 祭礼 

と 考え られ る 。 土器 は 比較 的 磨耗 も 少な いこ と か ら 、 検 出 は で き な か っ た が 土 等 に 納め ら 

され て いた こと 考え られ る 。 土師 器 皿 は 建物 群 の 土器 より も 器 高 が 低く 、 体 部 が 開い て いる こと か ら 、 若 

十 新 し く 15 世 紀 後半 頃 の も の と 思わ れる 。 

これ ら の 他 に 多く の 小穴 が 検出 され 、 直 線 的 に 並ぶ も の も 見 られ る が 、C-ー 1 地区 建物 群 

違っ て いる 。 ほ と ん ど が 近世 以降 の も の で は な いか と 思わ れる 。 

2 まとめ 

高 秋 遺 跡 で は これ まで 弥生 時 代 の 右 鐘 等 が 採集 され て いた が 、 当 調査 に より 弥生 時 代 中 期 

世 の 遺 跡 で ある こと が 明らか に な っ た 。 

B 地区 か ら は 弥生 時 代 後期 前 半 頃 の 堅 穴 住居 の 一 部 と 思わ れる 遺構 を 検出 し た 。 ま た C 地 

時 代 中 期 後 3 
区 に 後期 前 3 [/ に 

F の まとまっ た 出土 遣 物 が あっ た 。 1 次 調査 の 成果 も あわ せ 、C 地 区 周辺 に 中 期 

[ 次 調査 No87 周 辺 に 弥生 時 代 後期 後半 頃 の 小 集落 が 存在 し た と 推定 され る 。 

当 遺 跡 で は 弥生 時 代 終 末期 の 遺構 ・ 遣 物 は 確認 され な か っ た が 、 南 東 約 500m に 当該 期 の 
跡 が あり 、 当 遺跡 と 同様 、 発 達し た 段丘 上 に 立地 し て いる 。 両 遣 跡 が 弥生 時 代 の 中 心 的 集落 
る 神子 痢 遺跡 を 供 翌 で きる 位置 に ある こと は 、 極 め て 重要 と 思わ れる 。 神 子 曽 遺跡 を 母 集落 
生 し た 小 集落 と 推定 され る 。 
A 地 区 は 1 次 調査 60 の 調査 結果 か ら 1415 世 紀 頃 の 遺跡 の 一 部 と 思わ れる が 、 出 土 遺物 
て お り 、 検 出 遺 構 も 少な いこ と か ら 遺 跡 縁辺 部 と 思わ れる 。 

C 一 1 地区 か ら は 14 世 紀 後半 15 世 紀 前 半 頃 の 建物 群 が 検出 され 、 特 に 建物 1 は 孫 席 を 備 
建物 で ある 。 同 じ よ うな 構造 の 建物 は 上 久保 遺跡 CS B03) で も 検出 され て いる 。(『 南 あ 

文化 財 発 掘 調査 年 報 1』」2008) 少量 で ある が 所 器 片 等 も 出土 し て いる た め 、 土 地 開発 の 始ま 

後半 14 世紀 前 半 頃 に まで 遡る 可能 性 も ある 。 こ の よう な 建物 が あら われ て きた 背景 と し て 

が 一 段落 つい て 経営 基盤 が 安定 し た こと が ある の で は な い だ ろ うか 。 

突 鉢 片 等 が 

を 行っ た 跡 

と は 方 位 が 

て
 に
 

後期 ・ 叶 

区 で は 弥生 

後半 、B 地 

外 つ ノ 木 遺 

と 考え られ 

と し て 、 派 

は 小片 化し 

えた 立派 な 

わ じ 市 埋蔵 

り は 13 世 紀 

、 土 地 開 発 

土師 突 皿 に つい て は 建物 群 柱 穴 出 土 と 遺構 18 出 土 に 形態 的 な 時 期 差 が 見 出せ 、 土 師 器 皿 の 編 年 を 考え 

て いく 上 で の 好 資 料 と 言え る だ ろう 。 (山崎 )
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ー 2 地区 遺構 18 遺物 出土 状況 ( 南 か ら ) C 1 地区 遺構 15 遺物 出土 状況 ( 東 か ら ) C 

C 2 地区 遺構 38 遺物 出土 状況 ( 北 か ら ) C 2 地区 遺構 72 遺物 出土 状況 ( 東 か ら ) 



九 歳 遺跡 一 2 次 調査 

所 在 地 _ 阿 万 東町 字 九 蔵 外 
事 業 名 基盤 整備 促進 事業 
担当 者 山崎 裕司 ・ 谷 口 析 
種別 本 発掘 調査 
調査 期間 平成 18 年 1 月 4 日 2 月 15 晶 
調査 面積 約 700 運 

1 _ 調査 内 容 

調査 地 は 南あわじ 市 の 最 南端 、 鴨 路 川 が 形成 し た 低 平 な 三角 州 地 形 に 立地 する 。 1 次 調査 (確認 調査 ) 

の 結果 を 基 に 、 当 調査 が 行わ れる こと に な っ た 。A・Bー1・C 一 1・C 2 地区 で 調査 を 行い 、 そ れ 

ぞ れ 遺跡 男 囲 AーC (P24 参 照 ) に 対応 し て いる 。 

【A 地 区 】 

約 350 民 の 面 的 な 調査 を 行い 、 検 出さ れ た 柱 穴 か ら 2 棟 の 掘 立 柱 建 物 が 復元 で きた 。 建物 1 は 南北 に 

4 間 、 東 西 は 1 間 以 上 の 規模 で ある 。 建物 2 は 南北 に 3 間 以 上 、 東 西 は 突出 部 を 除い て 1 間 以 上 の 規模 

で ある 。 建物 2 の 突出 部 は 約 半 間 分 の 柱 問 に な っ て いる こと か ら 、 こ の 突出 部 や 建物 1 ・ 2 北側 の 半 間 

の 柱 間 部 分 は 棄 等 の 付属 的 な 施設 の 可能 性 も 考え られ る 。 

両 建 物 の 柱 穴 か ら は 、 土 師 器 小 皿 ・ 皿 (1・2) や 瓦 器 塊 (3) な ど 、 お よそ 12 世 紀 後半 13 世 紀 前 

半 頃 の 遺物 が 出土 し て お り 、 両 建物 は ほぼ 同じ 方 位 で 建て られ て いる こと か ら 、 同 時 期 か 極め て 近接 し 

た 時 期 と 考え られ る 。 

【B- 1 地区 】 

36 責 の 小さ な 調査 区 で 、 調 査 区 北西 側 は 低い 段丘 面 と な っ て いる 。 同一 検出 面 で ある が 、 遺 構 1114 

と それ 以外 の 遺構 は 埋 士 に 違い が あり 、 後 述 す る よう に 時 期 が 違う 。 

建物 1 は 、 隣 接し て 行わ れ た 兵庫 県 教育 委員 会 に よる 発掘 調査 に より 、2x 3 間 の 側 柱 建物 の 一 部 で 

ある こと が 明らか に な っ て いる 。 8 へ 9 世紀 頃 の 建物 と 思わ れる 。 遺 構 11・12 も これ と 同じ よう な 時 期 

で あろ う 。 堆 積層 か ら こ の 時 期 の 遺物 (1・2) が 出土 し て いる 。 

建物 2 は 、 南 北 が 2 間 以 上 、 東 西 が 突 出 部 を 除い て 2 間 以 上 の 総 柱 の 掘 立柱 建物 で ある 。 建 物 の 時 期 

を 示す 出土 遺物 は 無い が 、 埋 士 か ら 中 世 後 半 頃 で は な いか と 思わ れる 。 

また 堆積 層 か ら は 、 弥 生 時 代 終末 期 へ 古墳 時 代 初 頭 頃 の 電 (5 ) や 東 阿 波 型 殺 (4) が 残り の 良い 

熊 で 出土 し て いる こと か ら 、 周 辺 に この 時 期 の 遺構 が 広がっ て いる こと は 確実 と 思わ れる 。 

【C 1 地区 】 

幅 4 mm 長き さ 約 63m の 調査 区 で ある 。 中世 ー 近 世 の 第 1 遺構 面 と 、 縄 文 時 代 晩期 中世 初頭 の 第 2 遺構 

面 に 分 か れる 。 第 2 遺構 面 は 北西 方 向 に 低く な り 、 調 査 区 両端 の 比 高 差 は 約 1.5m で ある 。 

第 1 遺構 面 で は 、 調 査 区 南東 側 を 中 心 に 掘 立柱 建物 等 が 検出 で きた 。 建 物 1 は 東西 8 聞 以 上 、 南 北 は 

半 間 の 突出 部 を 除い て 2 間 以 上 の 総 柱 建 物 で ある 。 建物 2 は 突出 部 を 除き 東西 3 間 、 南北 2 間 以 上 の 総 

柱 建 物 で ある 。 建物 3 は 東西 1 間 、 南北 2 間 以 上 の 規模 で ある 。 建物 4 は 東西 ・ 南 北 と も 1 間 以 上 の 規 

模 で ある 。 

\
 

で
 ご で
 

に
 ロ
 



後半 へ 14 世 紀 前 半 頃 と ! 

られ た と 考え られ る 。 

第 2 遺構 面 の 遺構 19・23・222・260 は 

た 。 遺構 222 は 北東 

期 に 建て 

建物 2 の 柱 穴 か ら 中 
いい mm 

ーー の い 油 、 中 は 

出土 遺物 や 

[ (1・4・5) や 土師 器 小皿 (3) が 出土 し て お り 、 お よそ 13 世 紀 

思わ れる 。 建物 1 4 は ほぼ 同じ 方 位 で 建て られ て いる こと か ら 、 同 じ よ うな 時 

岬 土 か ら 中 世 初 頭 の 遺構 で ある こと が 明らか に な っ 

か ら 南 西方 向 に 流れ る 溝 状 の 遺構 で ある 。12 世 紀 後 半 か ら 13 世 紀 前 半 頃 の 土器 が 極 

め て 多く 出土 し 、 完 形 に 近い も の も 多く 見 られ る た め 、 単 な る 流れ 込み と は 考え に くい 。 遺構 23 は 土師 

器 小 皿 

い 。 コ 

えら れる 。 

遺 

遺構 6 ・140 は 費 

ルー いわ れる 多く の サ ヌ カ イト 

構 6 の 北西 

【C 2 地区 】 

2 

と 

し 、 南 は 微 高 ] 

れ た と 

や 性 格 等 、 

思わ れ 、 縄 文 時 代 中 

の 検出 と な る 。 

律令 

われ た 兵 
遺 跡 は 律 含 期 の 官 衛 遺跡 と し て 一 躍 淡 路 島 を 代 

を 補完 する 調査 成果 を 得る こと が で きた 。C 一 1 

定 され る 極め て 大 お 

以降 、 こ れ よ り 南 側 の # 

さら に 多く の こと が わか っ て くる に 違 

C 一 1 地区 や A 地 区 の 調査 に よっ て 、 古 

に な っ て きた こと 言え る で あ 

ら 13 世 紀 前 半 に 厚い 客 土 で 

の 微 高地 を 掘削 し た も の と 

われ る 。 

また C 一 1 地区 の 遺構 222 や 遺構 

われ る 。 遺構 222 に つい て も 、 わ ず か に 

まとめ 

当 調 査 に より 、 費 文 

75 は 、 当 調査 区 南側 で 行わ れ た 

され た 大 規模 な 溝 ( 堀 ) の よう で ある 。 こ れ は 現 

る 暗 楽 も 検出 され て お り 、 規 模 が 小さ く な る が 近 

文 時 代 晩期 の 土 近 で ある 。 洲 

片 、 被 熱し た 、 骨 

mm の 面 的 な 調査 を 行っ た が 、 

月 の 8 9 世紀 の 遺構 が 、B 

趣 を 横断 する と 

F 定 され る 。 次 年 度 

ろう 。 で C 一 1 

8 枚 以 上 が 重なっ た 状態 で 出土 し て お り 、 地 鎮 祭礼 等 を 行っ た と 思わ れる 。 古 銭 は 出土 し て いな 

上 師 問 小皿 (1 一 7) は 法 量 ・ 形 態 が 遺構 222 の も の と 近似 し て お り 、 同 じ よ うな 時 期 の 遺構 と 考 

兵庫 県 教育 委員 会 の 発掘 調査 で も 検出 され て お り 、 律 令 期 に 掘削 

在 の 耕地 境界 線 に 治っ て お り 、 上 層 に は 近世 と 思わ れ 

過 ま で 耕地 境界 線 の 溝 と し て 機能 し て いた よう で ある 。 

人 貨 里 [ b 式 と 思わ れる 土器 片 と 共に 、 石 器 製 作 の 層 と 

片 等 が 出土 し 、 廃 棄 を 目的 と し た 土 撤 と 考え られ る 。 遺 

則 に は 多く の 遺構 が 密集 し て いる 。 ほ と ん ど は 纏 文 時 代 晩期 の 遺構 と 思わ れる が 、 堆 

生 時 代 前 期 の 遺物 も 出土 し て 

積層 か 

^\ る こと か ら 、 弥 生 時 代 前 期 の 遺構 も る 含ま れ て いる 可能 性 が ある 。 

自然 地形 と 思わ れる 浅い 窪み 2 ヶ所 を 検出 し た の み で ある 。 堆 積層 

代 ー 中 世 の 遺 物 が 出土 し て いる 。 遺跡 縁辺 部 と 思わ れる 。 

寺 代 晩期 に 集落 が 営ま れ て いた こと が 明らか に な っ た 。 遺構 6 ・140 は 廃棄 メ 土 撤 

期 の 廃棄 土塊 は 神子 曽 遺跡 で 検出 され て いる が 、 縄 文 晩期 の 遺構 は 市 内 で 始め て 

1・C 一 1 地区 で 検出 され た 。B 1 地区 の 南側 に 隣接 し て 行 
庫 県 教育 委員 会 の 発掘 調査 に よっ て 、 官 衝 建 物 の 検出 や 銀製 の 和 同 開 球 が 出土 する な ど 、 九 蔵 

する 遺跡 と な っ た 。 当 調査 は 小 規模 な が ら 、 県 の 調査 
也 区 で 検出 し た 溝 (遺構 75) は 、 北 側 は 鴨 路 川 に 接続 

見 模 な も の で 、 官 衝 遺 跡 と 密接 な 関係 を も っ て 造成 さ 

区 で 確認 調査 等 が 行わ れる 予定 で あり 、 遺 跡 の 範囲 

ゝ な い 。 

代 未 か ら 中 世 初 頭 に お ける 耕地 開発 の 実態 が 少し ずつ 明らか 

則 区 の 遺構 222 や これ より 北西 側 の 低い 場所 は 、12 世 紀 後 半 か 

男 め られ 、 耕 地 化 され て 

定 さ れ 、 次 第 に 現在 の よう な 凹凸 の 少な い 地形 へ 変わ っ て いっ た の だ と 思 

っ た よう で ある 。 客 土 は 古代 の 遺物 を 含み 、 南 側 

23 の 出土 遺物 は 、 耕 地 開 発 に 伴う 祭祀 と 関係 する の で は な いか と 思 

古代 の 出土 遺物 が 含ま れる も の の 、 完 形 の も の を 中 心 と し た 土 
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上 に 一 時 的 に 建物 が 建て られ た と 推定 され る 。 

「 淡 路 国 大 田 文 」(1223 年 ) に よる と 、「 得 長 血 院 井 八幡 宮 御 領 」 と し て 「 阿 万 圧 」 の 田 百 

れ て お り 、 三 原 郡 に お いて 賀集 荘 に 次 ぐ 耕 地面 積 を も つっ 大き な 荘園 で あっ た 。 当 遺跡 の 発掘 成果 は 、 荘 

園内 で 盛ん に 行わ れ て いた 耕地 開発 の 実態 の 一 端 を 示す も の と 言え る の で は な い だ ろ うか 。 九 蔵 遺 跡 は 

古代 の みな ら ず 中 世 の 遣 跡 と し て も 、 極 め て 生 要 な 遺跡 で ある 。 

幅 |C 一 1 地区 

調査 区 設定 図



Bー 1 地区 平面 図 
2 遺構 12、 3 遺構 21) A 地 区 出土 遺物 (1 遺構 9、 

20cm 
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Bー1 地区 出土 遺物 (3 遺構 11)
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C 一 1 地区 第 2 遺構 面 出土 遺物 o 10 20cm 
/ 4 ーーーー ーー ニーーーーーーーーー | ij (1 遺構 140、2ー5 遺構 6) 

ー | / | ププ 
3 

ー 1 

っ ノ , 

_ プ ノ イイ 
C 一 1 地区 第 1 遺構 面 出土 遺物 
(1 遺構 116、 2 遺構 129、 3 ・4 遺構 228、 
5 遺構 117) 

C 1 地区 遺構 140 遺物 出土 状況 ( 北 か ら ) 

C 1 地区 遺構 6 遺物 出土 状況 (北東 か ら )



ー1 地区 第 2 遺構 面 

遺構 222 出土 遺物 

C 

C ー 1 地区 遺構 222 遺物 出土 状況 ( 南 か ら ) 

C 一 1 地区 第 2 遺構 面 

C 一 1 地区 遺構 23 遺物 出土 状況 (南東 か ら ) 
遺構 23 出土 遺物
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調査 の 位置 

調査 内 容 1 

寺 域 及び 主要 伽藍 配置 等 が 明らか 

域外 に か け て 伸び る 道路 内 の 幅 約 1m、 約 
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は 検出 され ず 、 遺 構 面 に つい て も か な り 人 定位 置 に お いて も 清き 

原町 教育 委員 会 1993) の 片 当 が 出土 し 

調査 地 が 道路 内 で ある こと か ら 、 水 道 管 敷設 に 伴う 工事 等 の 影響 で 、 全 て の 範囲 に お いて 地 山上 に 厚 
い 失 乱 層 が 堆積 し て いた 。 寺 域 東 限 の 

の 深 さ まで 掘削 が 及 ん で いる と 考え られ る 。 

捜 乱 層 か ら の 出土 に な る が 、 軒 平 瓦 03 形 式 (『 淡 路 国 分 寺 』 

て いる 。 

まとめ 

国分 寺 東 限 の 溝 の 検 出 等 が 予想 され た が 、 遺 構 お よび 包含 層 は 削 平 され て 全く 残っ て お ら ず 、 残 念 な 

結果 に 終わ っ た 。 (山崎 ) 

調査 区 設定 図
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戒壇 寺跡 採集 軒 平 瓦 (個人 蔵 ) 

本 資料 は 、 戒 壇 寺 跡 採集 の 軒 平 凡 で ある 。 戒壇 バー ュー : 

寺跡 は 、 南 あわ じ 市 八木 養 家中 の 成 相川 中 流 右岸 矢 ・ 

に 立地 する 寺院 跡 と 考え られ る 遺跡 で ある 。 成 相 

川 を 挟ん で 約 1.1km 南 西 に は 奈良 時 代 後半 に 創建 

され た 淡路 国分 寺跡 が 位置 し て お り 、 国 分 寺跡 と 

避 壇 寺跡 の 間 を 東西 に 古代 官 道 で ある 南海 道 が 想 ンー 全 芝 . いい 

定 さ れる 。 発掘 調査 が 実施 され て いな いた め 詳 細 ーー ザー 7 

は 不明 で ある が 、 今 回 紹介 する 軒 平 瓦 以外 に も 国 遺跡 の 位置 

分 寺跡 と 同 知 関係 に ら ある 瓦 な ど が 幾つ か 採集 され て お り 、 採 集 量 も 比較 的 多い 。 

採集 され た 上 瓦 は 、 重 弧 文 軒 平 紀 で 瓦 当 部 分 を 中 心 と する 資料 で ある 。 重 訳文 の 一 番 上 は 欠損 する が 、 

三重 弧 文 に 復元 で き 、 高 さ 5.7cm・ 残 存 長 8.4cm を 計測 する 。 側面 が ヘラ 削り 、 凸 面 は ナ デ 調 整 が 施さ れ 

板 に よる 桶 巻き 作り と 考え られ る 。 難 形 態 を 見 る と 、 顎 面 に 粘土 を 貼り 付け て 平 瓦 部 分 と 段 を 有する 段 

誤 工 類 に 分 類 さ れる 。 さ ら に 残存 長 の 約 8 cm が 額 長 と な り 、 片 当 厚 より も 長い TL 類 に 細分 で きる 。 平 

城 宮 ・ 京 出土 の 平 瓦 は 、 平 城 革 期 (721 (養老 5 ) 年 頃 ー745 (天平 17) 年 ) に 一 枚 作 り が 桶 巻 き 作 り を 

日 越 する 。 ま た 宮 形 態 は 、 段 顎 か ら 直 線 顎 ある い は 曲線 顎 に 変化 し 、 段 顎 も 顎 が 長い (1 エ L) も の か ら 

短い (IS) も の に 変化 し 、 生 期 745 (天平 17) 年 757 (天平 宝 字 元 ) 年 ) に は 段 顎 は 残ら な いと 考 

えら れ て いる ( 許 1)。 

昌 内 で 重 弧 文 軒 平 紋 が 出土 又は 採集 され て いる 遺跡 は 、 戒 壇 寺 跡 の 他 に は 庄 慶 陶 瓦 窯 跡 ( 光 本 市 大 野 ) 

の み が 知 られ て お り 、 出 土 し た 須恵 器 か ら 7 世紀 後半 か ら 8 世紀 初頭 頃 が 想定 され る ( 許 2)。 

以上 の 通り 、 古 代 寺 院 が 少な い 淡 路 島 に あっ て 、 本 資料 は 技法 ・ 文 様 的 に 奈良 時 代 後 半 に 創建 され た 

淡路 国分 寺跡 に 先行 する 軒 平 過 と 考え られ 、 今 後 の 調 査 が 非常 に 注目 され る 。 (坂口 ) 

ー 
放 

戒壇 寺跡 採集 軒 平 瓦 

参考 文献 

許 1「『 平 城 宮 発 掘 調査 報告 X 箇 一 内 裏 の 調査 一 II』 奈良 国 立 文 化 財 研 究 所 1991 年 

許 2 「 淡 路 島 古 窯 基 出土 の 須恵 器 に つい て 」『 淡 路地 方 史 研究 会 』 油 上 雅史 1980 年 



2009 年 3 月 31 日 発行 

南あわじ 市 埋蔵 文化 財 調 査 年 報 

2005 年 度 埋蔵 文化 財 調 査 

n
u
 い 

n
u
 

t
i
 

ー
ー
 

所
 
衛
 

務
 
国
 

事
 
代
 

査
 
神
 

調
 
市
 

会
 

財
 じ
 

員
 。 

化 
わ
 

委
 

文 
あ 

= 
ョ ミ 

教
 

箕
 
距
 

市 
市 

庫 
じ 

じ 
兵
 

れ
 。
 
われ 

5
 

あ
 。
 
あ
 
人
 
南
 

南
 9 に い っ 〒 

1 に
 

和寒 

発
 
編
 

TEL 0799 一 42ー3849 

タイ プ 

兵庫 県 南あわじ 市 溢 美 台 2 丁目 6 一 5 

印刷 浜 

〒656-052] 

TEL 0799 一 52 一 1080 


	巻頭写真図版
	はじめに・例言
	目次
	第1章 埋蔵文化財事業の動向
	第2章 埋蔵文化財調査の成果
	第1節 埋蔵文化財調査一覧表及び調査位置図
	第2節 主な埋蔵文化財調査の成果
	木戸原遺跡（1次調査）
	高萩遺跡（1次調査）
	木戸原遺跡（2・3次調査）
	九蔵遺跡（1次調査）
	高萩遺跡（2次調査）
	九蔵遺跡（2次調査）
	淡路国分寺（16次調査）


	第3章 資料紹介
	戒壇寺跡採集軒平瓦（個人蔵）


